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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

実施体制は、策定時に関係各課から構成した庁内策定会議を基に「鹿島市歴史まちづくり推進会議」を組織
し、関係組織間の積極的な連携を行い、情報共有を行っていくことで、歴史的風致の維持及び向上のための多
分野にわたる施策を進行する。
事務局は都市建設課が務め、特に文化財を担当する生涯学習課と、産業を担当する農林水産課、商工観光
課との緊密な連携を図る。
また、歴史的風致の維持向上に資する各種事業等の実施・推進にあたっては、国、県の関係機関への相談を
行い、事業の推進に関わる指導や支援を受ける。
法定協議会としては「鹿島市歴史まちづくり協議会」を本計画策定後も継続し、定期的に協議会を開催し、事業
の進捗状況の共有や協議を行う。
必要に応じて、関係する審議会や文化財所有者、管理者やまちづくり団体、市民などとも連携する。

歴史的風致維持向上計画の実施体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

計画策定時の体制を維持することにより、計画的に歴史まちづくり事業が推進された。
●鹿島市歴史まちづくり推進会議　　：１回開催
●鹿島市歴史まちづくり協議会　　　 ：１回開催

鹿島市歴史的風致維持向上計画 推進体制

鹿島市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

都市計画との連携

本計画の重点区域のうち、祐徳稲荷神社より川下側の範囲は都市計画区域となっている。このため、この範囲
においては、都市計画を前提とした施策を展開していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため都市計画審議会を開催した。（開催回数：１回）
また、重点区域外ではあるが都市計画事業としてJR肥前鹿島駅周辺整備事業の基本計画の策定を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後は、令和元年度より継続している長期未着手道路の見直しやJR肥前鹿島駅周辺
整備事業について引き続き取り組んでいく。

状況を示す写真や資料等

令和４年度 鹿島市都市計画審議会
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-２
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

佐賀県美しい景観づくり条例

佐賀県は、「佐賀県美しい景観づくり条例」を独自に定めており、同条例第７条において、「佐賀県美しい景観
づくり基本計画」を位置付けている。同計画は、平成19年（2007）３月策定、平成25年（2013）改訂されている。
同計画は、景観法に基づく景観計画ではない。
同計画は、県内全域を対象として、景観づくりの基本施策や推進スケジュールを示しており、この中で、景観づ
くりの事業のひとつとして、県民・CSO、事業者等の情報交換、交流会等の実施を掲げている。交流は県全体
のみならず、共通テーマを持つ地域間ごとにも行うものとし、共通テーマの例のひとつに、長崎街道の宿場町と
して浜宿が示されている。

また、同条例第８条では、「佐賀県遺産」が位置付けられている。「佐賀県遺産」は、平成17年（2005）に創設さ
れたもので、美しい景観を呈する地区又は地域を象徴する建造物で県民の貴重な資産であると認められるも
のを知事が認定するものである。認定したものには保存・活用に対しての支援を行っている。現在、市内には４
件の佐賀県遺産が存在し、このうち２件が重点区域内に位置している。
今後、重点区域内においては、佐賀県美しい景観づくり基本計画を踏まえ、本市においても景観計画の策定を
行い、良好な景観形成を図るとともに、佐賀県遺産制度を活かして、歴史的建造物の保存・活用を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観計画策定に向け、令和２年１月２２日告示にて景観行政団体へ移行している。
佐賀県遺産については現在市内での認定件数は７件、重点区域内は「永渓山泰智寺」など３件が認定されている。
本年度については新たな佐賀県遺産の認定はない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

行政団体へ移行した事により今後は、景観計画の策定について検討を図っていく必要
がある。
佐賀県遺産については、今後、県と連携を図りながらPRや事業推進を行う。

状況を示す写真や資料等
図 重点区域内の佐賀県遺産の位置

令和元年度 新規認定

「永渓山泰智寺」

泰智寺 山門修理完了状況

景観行政団体移行 告示文書
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-３
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

佐賀県屋外広告物条例

佐賀県は「美しい景観づくり」に取り組むため「佐賀県屋外広告物条例」を平成22年（2010）4月に改正してい
る。
本計画の重点区域内は、祐徳院風致保安林や重要交差点とその周辺が禁止区域、肥前浜宿周辺が第２種許
可区域、その他の区域が第１種許可区域に定められている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝建地区内は鹿島市歴史的景観条例に基づき、屋外広告物の表示又は掲出にあたって許可申請が必要となる。
今後も、佐賀県屋外広告物条例等に基づき、重点区域内の良好な景観形成を推進する。
　届出制度等により、良好な景観形成に寄与している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後の景観計画策定に伴い、伝建地区外についても屋外広告物について検討していく
必要がある。

状況を示す写真や資料等

図 重点区域と屋外広告物許可区域

鹿島市－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

①　重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業

平成19年（2007）度～令和10年（2028）度

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

肥前浜宿の重要伝統的建造物群保存地区において、特定物件の保存修理と、その他の建築物等の修景によ
る整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重要伝統的建造物群保存地区において、文化庁及び佐賀県文化課による技術指導のもと、伝統的建造物（特定物件）の
保存修理や塀の修景などの適切な修理修景がなされ保存が促進された。
・伝統的建造物保存修理：6件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

茅葺材料および職人の不足が、近年顕著となっている。茅葺職人は兼業が多く、茅葺
一本で生計を立てることが難しいことも一因。通年の仕事と賃金確保ができれば解決
の糸口となるが、需給バランスの調査がまず必要と思われる。

状況を示す写真や資料等

令和４年度事業 実施個所呉竹酒造付属屋

旧筒井家住宅

工事前

完成

完成工事前

鹿島市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

②　市所有歴史的建造物維持管理事業

平成30年（2018）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、肥前浜宿にある継場や旧乗田家住宅といった一般公開している市所有歴史的建造物の維持管
理を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市所有歴史的建造物について、地元NPO法人へ管理委託及び指定管理委託し、観光案内所運営や一般公開を行った。
利用者実績（R3）：来訪者　約9,000人（1月末時点）
利用者実績（R4）：来訪者　約13,500人（1月末時点）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

新型コロナ感染症の影響により来場者数は少ない状況であったが昨年度と比較すると
増加傾向である。

状況を示す写真や資料等

継場

旧乗田家住宅

継場 来場者数（令和４年度）

市内 県内 県外（九州内） 県外（九州外） 海外 不明 合計 年度計

R4.4 7 90 188 122 1 698 1106 1,106
R4.5 45 146 415 257 15 1126 2004 3,110
R4.6 3 124 160 146 0 703 1136 4,246
R4.7 5 33 93 75 7 421 634 4,880
R4.8 30 63 145 92 2 623 955 5,835
R4.9 15 147 204 81 2 529 978 6,813
R4.10 5 148 327 204 6 911 1601 8,414
R4.11 4 215 1052 245 14 1150 2680 11,094
R4.12 5 105 481 122 83 533 1329 12,423
R5.1 23 94 248 100 22 662 1149 13,572
R5.2
R5.3

鹿島市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

③　空き町家活用促進事業

平成27年（2015）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、空き町家の活用を希望する市外からの転入者に対して、改修費や家賃の補助を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

本年度は空家実態調査として、市内一円を対象に建物の管理状況や将来の利活用の意向などについて調査を実施した。
改修費や家賃の補助の実績は無いものの、市外から空き家となっている歴史的建造物へ移住していただいた。
　歴史的建造物への移住実績　：　１件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

空家実態調査結果を空き町家活用推進事業に反映させ、今後も空き家バンク制度や
街なみ環境整備事業と連携を図りながら事業を進めていく。

状況を示す写真や資料等

移住先の歴史的建造物

（旧橋本家住宅）

旧橋本家住宅

鹿島市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

④　歴史的建造物保存対策事業

平成31年（2019）度～令和10年（2028）度

佐賀県遺産保存事業補助金

重要伝統的建造物群保存地区を除く重点区域全域において、歴史的風致形成建造物に指定された建造物の
保存修理、及び佐賀県遺産に登録された建造物の保存修理を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致形成建造物　　令和元～3年度実績　：　0件
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度実績　　　　：　0件
佐賀県遺産修理　　　　 　　令和元～3年度実績　：　2件（うち重点区域外：1件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度実績　　　　：　0件（うち重点区域外：0件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

歴史的風致形成建造物の指定及び佐賀県遺産への登録について、今後建物所有者と
の協議や登録に向けた調査などが必要となる。

状況を示す写真や資料等

佐賀県遺産に認定された「永渓山泰智寺」

永渓山泰智寺

鹿島市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑤　歴史的建造物保存対策調査事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、歴史的風致形成建造物の候補や、指定文化財の候補、登録文化財の候補となる建造物の実測
調査等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

専門家の協力を得ながら、新たな指定文化財候補となる史料の現地調査を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

福源寺所蔵黄檗宗関係文書

鹿島市－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑥　伝承芸能の公開支援事業

平成9年（1997）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市全域に分布する浮立や獅子舞をはじめとした伝承芸能を披露する場として、祐徳稲荷神社境
内において、「伝承芸能フェスティバル」を開催する。（※「伝承芸能フェスティバル」では、古くから伝わる民俗
芸能だけでなく、太鼓や舞踊など最近の芸能の披露も行われるため、ここでは「伝承芸能」という言葉を使用し
ている。）また、ここで披露される民俗芸能が元の形を保つよう、必要に応じ学識経験者の指導を受ける。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和4年9月11日に市内7団体・市外1団体の計8団体が出演され、3年ぶりとなる「かしま伝承芸能フェスティバル」を開催し
た。
また、令和4年10月16日(日)に開催された第5回佐賀県伝承芸能祭には「執行分の鉦浮立」と「嘉瀬の浦の獅子浮立」が出
演し、県内外に伝承芸能の魅力を発信した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

第5回佐賀県伝承芸能祭ポスター

第5回佐賀県伝承芸能祭の様子（嘉瀬の浦の獅子浮立）第5回佐賀県伝承芸能祭の様子（執行分の鉦浮立）

第25回 かしま伝承芸能フェスティバルポスター

鹿島市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑦　祐徳稲荷神社と肥前浜宿の参拝継承事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

市単独

肥前浜宿を経由した祐徳稲荷神社への参拝として、歴史的風致を形成する活動となっている鹿島酒蔵ツーリ
ズム®の継承を促進する。このため、本事業では、鹿島酒蔵ツーリズム協議会に対し、肥前浜宿と祐徳稲荷門
前町をつなぐ活動への支援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

2023年3月に4年ぶりとなる「鹿島酒蔵ツーリズム�イベント」を開催する。祐徳稲荷神社駐車場を来場者用無料駐車場とし

て活用し、酒蔵が集中する肥前浜宿を結ぶシャトルバスも運行、歴史的風致を形成する門前町と浜宿を繋ぐ活動をリス
タートする。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

コロナの影響により途絶えていたイベント等も再開され、浜宿と門前町を繋ぐ活動への
支援を促進していきたい。

状況を示す写真や資料等

鹿島市－11



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑧　浜川流域の活動支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度

多面的機能支払交付金事業ほか

本事業では、浜川流域の活動の継承につながる浜川や水路の清掃等といった地区での活動に対し、消耗品や
経費を補助することで活動の継続を支援する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

浜川流域の水路の清掃など維持管理に取り組む地元の活動に対し、交付金や重機使用料、原材料の支給などにより支
援した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

鹿島市－12



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑨　民俗芸能の道具等の修理・新調支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度

地域文化財総合活用推進事業（文化庁）、一般コミュニティ助成事業（宝くじ）

本事業では、市全域の各地区に受け継がれる浮立や獅子舞といった民俗芸能を将来にわたり継承するため
に、民俗芸能に用いられる衣装や道具の修理及び新調に対して、助言、指導を行い、衣装や道具に関しては、
古くからの形態を保つよう、必要に応じて学識経験者等の指導、助言を受ける。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

国の補助事業を活用し、県重要無形民俗文化財「音成の面浮立」の用具の整備について補助を行なった。
また、宝くじの助成事業を活用し、嘉瀬の浦区の裃（かみしも）や上古枝区の祭用袢天（はんてん）など用具新調の支援を
行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

音成の面浮立 笛吹き 音成の面浮立 笛

嘉瀬の浦の裃（かみしも） 上古枝区の祭用袢天（はんてん）

鹿島市－13



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑩　民俗芸能団体の活動支援事業

令和2（2020）年度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市重要文化財である浅浦の面浮立の保存会に対し、活動費の補助を行い、支援や助言を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

浅浦面浮立保存会に対し、保存継承活動の補助を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

浅浦の面浮立
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑪　肥前浜宿街なみ環境整備事業

平成15年（2003）度～令和10年（2028）度

市単独
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
（令和3（2021）年～令和7（2025）年）

本事業は、肥前浜宿の歴史的建造物を取り巻く周囲の環境をより良好なものにするために、道路美装化、案内
看板の設置、建築物の修景等を推進する。
また、肥前浜宿と祐徳稲荷門前とをつなぐ回遊の起点となる歴史的建造物である肥前浜駅の駅前広場を、周
辺の歴史的風致と調和するように整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

今年度は庄金地区における主幹道路の道路美装化工事を実施し、茅葺家屋が建ち並ぶ町並みとの景観調和を図った。
　R4年度工事件数　：　1件（道路美装化 約L＝240m）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度以降は事業地区を拡大し事業を推進する。

状況を示す写真や資料等

庄金地区の道路美装化

凡例
重要伝統的建造物群保存地区

街なみ環境整備促進区域

街なみ環境整備事業地区（既存）

街なみ環境整備事業地区（追加）

鹿島市－15



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑫　祐徳門前地区街なみ環境整備事業

平成29（2017）年度～令和10年（2028）度

市単独
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）　平成29（2017）年～令和4（2022）年
観光地域振興無電柱化推進事業　令和元（2019）年～令和2（2020）年

本事業では、歴史的風致の範囲である祐徳門前町の参道あるいは地区全体としての個性と統一感のある町
並み景観形成を図るため、建築物の修景に対する補助や参道の美装化、防犯灯の設置等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

祐徳門前地区街なみ環境整備事業計画に基づき、建物の修景事業1件を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

コロナの影響や令和2年7月豪雨による被災等のため、計画に遅れが生じているが、今
後も協議会と連携を図りながら事業推進を行う。

状況を示す写真や資料等

図 修景イメージ

（『鹿島市祐徳稲荷門前地区街なみ環境整備

事業計画書』より転載）

区域図

「さくら」修景前 「さくら屋」修景後

鹿島市－16



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑬　祐徳稲荷神社参拝回遊促進事業

令和6（2024）年度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、肥前浜宿と祐徳稲荷神社周辺をつなぐ浜川と、浜川から水を引いた水路の親水環境を整備し、
流域の散策路整備やサイクリングロードとしての道路付帯施設や落下防止柵等の修景整備を行う。
また、誰もが利用しやすい交通アクセス機能の充実化を図るための効果的な仕組みを検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

未着手

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和６年度からの着手に向けて検討を行う。

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑭　景観形成推進事業

令和元年（2019）度～令和5年（2023）度

市単独

本事業では、本市の景観に関する規制を設け、歴史的風致と調和した良好な景観誘導を行うため、景観計画
を策定する。この際は、夜間景観への配慮も行う。併せて、公共施設の景観ガイドラインの作成についても検
討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度に景観行政団体に移行（令和2年1月22日　告示　処理開始日　2月21日）したものの、景観計画の策定には
至っていない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

今後は、景観計画策定に向け検討・協議を実施していく。

状況を示す写真や資料等

景観行政団体移行 告示文書
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑮　文化財防災事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、伝統的建造物群保存地区内にある消火栓の定期点検や、市内の文化財建造物における消防訓
練等の実施を行うものである。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重要伝統的建造物群保存地区内の消防設備について、市職員による毎月点検及び専門業者に総合点検を実施した。
また、文化財防火デー防火訓練を、重要伝統的建造物群保存地区「浜中町八本木宿」内にある、知恩寺を対象に行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

引き続き防火意識の維持向上に努めることができるよう検討が必要がある。

状況を示す写真や資料等

伝建地区内防災設備点検状況

文化財防災デー防火訓練
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑯　移住受入体制整備事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、本市への移住促進のために移住体験施設として整備した、旧筒井家住宅の維持管理や利用者
へのサポートを行うため、市民団体や民間事業者等との連携体制及び維持管理体制を整える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

移住体験施設を利用された方の移住促進を図った。
利用実績：移住体験 　　４件(令和４年度実績)

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

新型コロナウイルス感染拡大により、利用者が低迷していたが、増加傾向である。今後
も本事業を活用して継続的に移住促進を促す。

状況を示す写真や資料等

移住体験施設 外観

移住体験施設 内装移住体験施設利用者
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑰　祐徳門前町と肥前浜宿をつなぐ散策者用誘導サイン設置事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

県補助金

本事業では、肥前浜宿と祐徳稲荷門前をつなぐ浜川沿い等において、来訪者が散策等を行う際にアクセスが
明瞭となるよう、歩行者向けに歴史的風致と調和した効果的なサインを設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和2～3年度にかけて県からの補助金を活用し、肥前浜宿と祐徳稲荷門前をつなぐ歩行者導線の整備（サイン及び舗
装）を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

整備したルート上の道路付属設備（ガードレール等）についても、歴史的風致との調和
を図っていきたい。

状況を示す写真や資料等

誘導サイン設置状況

八宿公民

館

継

場

旧乗田家住

宅
大村方公民

館

浜

川

： 誘導サイン設置（R2）
： 脱色As舗装（既存）
： 美装化工事（R3）

【凡例】

若宮神

社

整備前 整備後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑱　歴史的風致の解説板設置事業

令和3年（2021）度～令和6年（2024）度

県補助

本事業では、歴史的風致がみられる箇所において、来訪者が散策等を行う際に、周辺の歴史的風致の認知が
できるよう、解説板を設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和４年度においては老朽化や色あせした歴史的風致がみられる案内看板の更新を行う。
　看板更新実績　：　2件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も必要に応じて歴史的風致の認知に繋がる看板・解説板の新設及び更新を行って
いく。

状況を示す写真や資料等

改修予定

「祐徳門前商店街」の案内看板
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑲　肥前浜宿・祐徳門前町まちづくり交流促進事業

令和2年（2020）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、肥前浜宿、祐徳門前町とその間の地域における一体的なまちづくりを促進するために、肥前浜宿
と祐徳門前町及びその周辺の住民により組織するまちづくり会議（各まちづくり組織の代表者会）に対して、支
援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ一体的なまちづくり組織は発足していないものの、両地区の街づくり組織の代表が委員と
して参加する歴史的景観審議会において歴史まちづくりに関する協議を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ一体的なまちづくりを促進するための取組みや支援に
ついて今後検討する。

状況を示す写真や資料等

令和4年度 鹿島市歴史的景観審議会
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

⑳　歴史まちづくり普及事業

令和元年（2019）度～令和4年（2022）度

市単独

本事業では、市内の歴史的風致について分かりやすく伝えるためのパンフレットや歴史的風致の散策マップ等
を作成配布する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

祐徳稲荷神社・門前町案内パンフレットを10,000枚増刷し、配布を行った。また、令和4年11月に神社の歴史や魅力を遊び
ながら覚えられるよう、祭礼等を「あ」から「わ」までの44枚に記した「祐徳いろは歌留多」を使用し「かるた大会」を開催し
た。神社の協力により会場は参集殿、大会運営ボランティアスタッフとして鹿島高等学校生徒約20名も参加、市内小学生
約70名が競技かるた方式での大会を楽しんだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

コロナの影響によりインバウンドは皆減し、交流人口も減少したが、アフターコロナを見
据え、関係団体とも連携した取り組みについて検討する。

状況を示す写真や資料等

祐徳稲荷神社及び祐徳門前町観光パンフ 「ゆうとくいろはかるた大会」チラシ

2022年11月12日開催 かるた大会
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

㉑　歴史ガイドブック作成事業

令和元年（2019）度～令和10年（2028）度

市単独

本事業では、市内の各地区の歴史や文化を分かりやすく伝えるためのガイドブックである「歴史さんぽシリー
ズ」の作成を継続して行っていく。また、これまでのシリーズと合わせた統合版を作成する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

鹿島市各地域を分けて、歴史や文化財を個別に紹介する「歴史さんぽシリーズ」は市内6地区分がすべて完成し、郷土学
習や歴史講座、ウォーキング事業などで活用している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

歴史さんぽシリーズパンフレット全地区分
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

㉒　子ども向け歴史まちづくり普及事業

令和元年（2019）度～令和4年（2022）度

市単独

本事業では、子どもたちの文化財に対する関心や地域に対する愛着の醸成につなげるために、子ども向け副
読本の作成等を行う。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

能古見小学校の3年生を対象に「のごみ お宝再発見プロジェクト2022」と題した講座を開催、校区内の文化財を案内した。
また「鹿島市子ども体験塾」では、市内の小学生を対象に、戦国時代の山城や、旭ヶ岡公園を散策し、ふるさとの歴史や文
化財にふれる機会を創出した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

能古見地区の史跡で実施した「のごみお宝再発見プロジェクト2022」

子ども体験塾で実施した「山浦城登山」と「旭ヶ岡公園探検」
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財指定、保存管理・活用について

市内には45件（現在）の指定文化財、27件の国の登録文化財がある。文化財については現状を把握し、適切
な保存・活用を実施する。肥前浜宿の「継場」、「旧乗田家住宅」については、一般公開をおこなっており、草葺
の空き町屋を整備した移住体験施設がある。一方、市内に指定を受けていないものの、鹿島市の歴史を物語
る重要な文化遺産である文化財が数多く点在しており、その価値が知られないまま失われる危険性をはらんで
いるため、市全体として守るべき文化財の状況把握に努めていく。
民俗芸能について市内には74件存在している。近年、「かしま伝承芸能フェスティバル」を毎年開催しており、
継承、普及活動に繋げているが、後継者不足が顕著でありいくつかの芸能が休止を余儀なくされている現状が
ある。歴史や伝統を反映した活動について、指定、未指定を問わず、活動を継承する人々と連携し積極的に活
動の継承を支えていくことを目指す。
埋蔵文化財包蔵地については、文化財保護法に基づき適切な保護、保存措置を講じていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財の新たな指定に向け、候補となる文化財の調査を実施した。【P9参照】
活用について、一般公開している施設の利用状況は、新型コロナウイルス感染症の影響により少ない状況ではあるが、継
場の来訪者は約13,500人（1月末時点）と回復傾向である。また、移住体験施設には、4件利用されており保存活用がなさ
れている。【P6及びP20参照】
市内に広がる民俗芸能について、9月にかしま伝承芸能フェスティバルが3年ぶりの開催、11月開催の佐賀県伝承芸能祭
に出演するなど、民俗芸能等が披露され継承普及がなされている。また、音成区や嘉瀬の浦区、上古枝区の民俗芸能継
承に関する用具・衣装などの整備について補助を行った。【P10及びP13参照】
埋蔵文化財包蔵地については、開発等が実施される場合は、事前調査等を実施している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

移住体験施設

継場第5回佐賀県伝承芸能祭の様子

音成の面浮立（笛）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理、周辺整備、防災事業について

文化財の修理（整備）にあたっては、日常的に管理状況を点検し、損傷等により修理が必要な場合は、早期に
適切な措置を行うことが必要である。また、文化財としての価値を損ねないように、史料や調査などに基づき修
理する必要がある。
重点区域内には、伝建地区内の建造物をはじめとした、指定や登録を受けた歴史的建造物があり、さまざまな
制度による保護がなされているが、祐徳門前町や、その周辺地区、伝建地区外には、指定や登録を受けてい
ない歴史的建造物が手つかずのまま残されている。今後は肥前浜宿と祐徳門前町を核としたい広い範囲の多
くの歴史的建造物の保護に努め、修理の推進に取り組む。
防災事業においては、伝建地区内では防災公園や消火栓の設置、散水設備の整備といった防災機能の強化
に取り組んできたが、祐徳門前町や周辺地区では、防災機能を高めるための施設整備が十分ではない。今後
は、肥前浜宿と祐徳門前町を核とした広範囲の一体的な防災期の向上を目指す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

指定文化財について、管理状況等を確認しながら市所有の文化財については必要な補修等を行っている。今年度は、鹿
島城大手門の本格修理に向けた設計業務、及び武家屋敷棟門続塀の修理を行った。
伝建地区内の伝統的建造物（特定物件）については、所有者の意向に沿いながら修理・修景補助を行っている。今年度に
ついては、保存修理6件を実施している。祐徳門前地区については、街なみ環境整備事業を利用し修景補助を行い門前町
の修理修景を実施している。【P5及びP16】
防災事業について、今年度は伝建地区内で設置している初期消火設備の総合点検を行った。また、文化財防災デーの防
火訓練を伝建地区内にある知恩寺を対象に行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

伝建事業を利用した建物の修理状況 伝建事業を利用した建物の修理状況

武家屋敷棟門続塀修理 街なみ環境整備事業を活用した修景事業
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和４年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

生涯学習センターと共催で企画展示「ふるさとの文化財展」を開催したほか、市内6地区分すべてが完成した「歴史さんぽ
シリーズ」を郷土学習や歴史講座などで活用している。
小学生向け歴史講座として「のごみお宝発見プロジェクト２０２２」と題した講座を開催し文化財の啓発を行った。
伝建地区内において文化財に関する普及・啓発の一環として、令和2年度より地元の公民館で伝建地区の制度概要の説
明を行っている。本年度も継続して活動予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大により開催できていない。来年度よ
り順次再開して行う。
歴まち認定都市の普及・啓発として肥前浜宿の「継場」にて歴史まちづくりカードを配布している。また、本年度は「九州歴
史まちづくりサミットin宗像」が開催され、歴まち認定都市間の情報交換、連携強化、ブランド向上を図った。
文化財防火訓練については伝建地区内にある知恩寺を対象に行った。
民俗芸能の保存についても道具等の補助を行い活動の継承に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発、防災訓練、団体との連携について

文化財の保存及び活用の普及、啓発に関しては、文化財ガイドブック販売や地区ごとの歴史ガイドパンフ「○○の歴
史を歩こう」シーリーズの作成。また、地区ごとの歴史をテーマに企画展や講演会を開催している。文化財に関する
案内板について順次設置してきたが、まだ十分といえない状況である。今後もガイドパンフ作成や講演会開催、案内
板設置といった活動を継続し関係機関等と連携し多様な媒体を活用した情報発信強化に取り組む。
文化財の防災について、毎年文化財防火デー前後の日曜日に地元消防団及び消防署、市関係者と文化財等を利
用し実戦に即した防火訓練を行っており関係者の資質向上を図っている。
文化財の保存・活用に関する団体として、肥前浜宿を中心とした市民団体等のほか、各地域の民俗芸能の保存会が
ある。伝統や文化を反映した人々の活動を継承する団体や歴史的風致の維持向上に資する活動を行う団体を応援
してく。

能古見小学校で実施した

「のごみお宝再発見プロジェクト２０２２」状況 歴史さんぽシリーズ（市内６地区分）

九州歴史まちづくりサミット in 宗像
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和４年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

堀江貴文さんが講演「酒蔵通りの魅力発信」 令和4年4月17日 西日本新聞

祐徳稲荷神社　早乙女姿の巫女奉納米の田植え 令和4年6月20日 西日本新聞

かしま伝統芸能フェスティバル　3年ぶりの開催 令和4年9月13日 西日本新聞

西九州新幹線開業　在来線はゆとりの旅路に 令和4年9月25日 佐賀新聞

祐徳稲荷神社　抜穂神事 秋の実り巫女刈り取り 令和4年10月4日 読売新聞

能古見の「お宝」再発見　児童、地域の伝統体験 令和4年10月7日 佐賀新聞

肥前浜宿　秋の蔵々まつり　3年ぶり開催 令和4年10月17日 西日本新聞

祐徳稲荷神社　お火たき神事　火柱に見入る 令和4年12月11日 読売新聞

肥前浜宿にアジア都市景観賞　産官学連携の取り組み結実 令和5年1月16日 佐賀新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

肥前浜宿　伝統の「ふな市」にぎわう 令和5年1月20日 西日本新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内の歴史的風致について多数報道等なされている。これらを通じて、鹿島市の歴史まちづくりに関する取組、について関
心、認識が高まり、普及啓発がなされている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

2022年アジア都市景観賞受賞
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和４年度

計画に記載
している内容

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

観光振興及び情報発信

肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ取り組みとして、肥前浜宿の「肥前浜宿花と酒まつり」と、祐徳門前町の「祐徳
門前春祭り」を、市内全体の酒蔵の同時蔵開きイベントである「鹿島酒蔵ツーリズム�」において、タイアップさ
せたイベント開催してきた。今後は肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ回遊性の向上と、重点区域内で一体で取り
組まれる活動の継承を図る。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

平成24年から「鹿島酒蔵ツーリズム�イベント」を開催し、来場者は開催当初の3万人から平成31年には9万9千人に増加し

た。関係団体が一体となって賑わいを創出、その取り組みが評価され、令和元年度には「ふるさとづくり大賞」を受賞した。
令和2年10月から観光列車「36ぷらす3」が肥前浜駅に定期停車するとともに、令和3年1月には「HAMABAR」がオープン、
肥前浜駅周辺で賑わいが創出されている。さらに、令和4年9月からは観光列車「ふたつ星4047」が肥前浜駅に定期停車
し、観光客向けのおもてなしが行われており、新たな賑いが創出され地域の活性化が図られるとともに、まちづくり団体の
活動も促進されている。

2023年3月に4年ぶりとなる「鹿島酒蔵ツーリズム�」イベントを開催する。祐徳稲荷神社駐車場を来場者用無料駐車場とし

て活用し、肥前浜宿を結ぶシャトルバスも運行、重点区域内の回遊性の向上と、取り組みの継続・強化を図っていく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

コロナの影響によりインバウンドは皆減し、交流人口も減少したが、徐々に回復の兆し
も見えつつある。アフターコロナを見据え、関係団体とも連携した取り組みを継続する。

「なつかしＣＡＲにばる」 in 祐徳門前春まつり

鹿島酒蔵ツーリズム�イベント来場者推移

観光列車「ふたつ星４０４７」おもてなし 【肥前浜駅】
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令和４年度

・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　令和５年２月２７日

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：鹿島市歴史まちづくり協議会

（コメントの概要）
【全体的な内容について】
　・対応方針に空欄箇所があり検討にあたっての課題と対応方針が書いていない。
　・予定通り進捗しているとしても、検討事項など書いた方が良いのではないか。

【個別事業について】
＜景観計画の策定について＞
　・R2に景観行政団体となったと記載があるが、まだ景観計画は策定されていない。
　・今後どのような予定としているか。　
　・市内全域の大きい範囲で少しずつ規制をしていかないと、派手な看板が街に多くできて
　　しまい、市の景観価値が上っていかないのでぜひ検討してほしい。
＜歴史的建造物保存対策事業について＞
　・佐賀県遺産及び歴史的風致形成建造物はなぜ計画通りに進捗していないとなっている
　　のか。
　・今後どうしていく予定か。

【その他について】
＜協議会について＞
　・年に1度開催で報告を受けるだけの場となっている。
　・困っていることの相談や来年度の予定について検討など、もう少しお役に立てればと
　　思う。

（今後の対応方針）
【全体的な内容について】
　・評価・管理シートの作成要領には計画通り進捗している場合は書かなくてももよいとなっ
　　ているが、検討する事項はあると思うので書き方については検討させていただく。

【個別事業について】
＜景観計画の策定について＞
　・景観計画の策定については前向きに考えてはいるが、計画策定に係る委託費用など、
　　予算的な問題がある。また景観計画は規制を伴う計画であり、住民説明などの手続きも
　　多く職員の増員も検討しなければいけない。財政課とも協議を引き続き行っていく。
＜歴史的風致形成建造物について＞
　・歴史的風致形成建造物指定の候補はあるが、民間所有の建物であり、所有者から指定に
　　向けた声も挙がっていないため指定には至っていないのが現状であるが、建物所有者から
　　話があれば指定・登録に向けて取り組みたい。

【その他について】
＜協議会について＞
　・来年度は歴まち計画を策定して5年目、中間評価の年度である。計画の見直しも行わなけれ
　　ばいけないので、その際は委員の皆様にご協力していただければ思う。
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